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製品に ついての; ま意事項 

このガイドでは、ほとんどのモデルに共通 
の機能じついて説明します。一部の機能 
は、お使いのコンピューターでは使用でき 
ない場合があります。 


ソフトウてアを項 

このコンピューターにプリインスIルさ 
れている任意のソフトウェア製品をインス 
トール、複製、ダウンロード、またはその 
他の方まで使用することによって、お客様 
は HP EULA の条件に従うことに同意した 
ものとみなされます。これらのライセンス 
条件に同意されない場合、未使用の完全な 
製品（付属品を含むハードウXアおよびソ 
フトウェア）を14日1^>1内に返品し、購入店 
の返金方針に従って返金を受けてくださ 
い。 

より詳しい情報が必要な場合またはコンピ 
ューターの返金を要求する場合は、お近く 
の販売店にお問い合わせください。 


製品番号： 642161 -292 



ま全に関するご注意 


么 警告！ ユーザーが火傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったりするおそれがありますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて使用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を巧げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または巧類などの表面が柔らかいものを敦いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または巧類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (lEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関 
する規格に準拠しています。 
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1 ようこそ 


• 情報の確認 

コンピューターをセットアップして登録した後に、な下の手順を実行することが重要です。 

• インターネットへの接続：インターネットに接続できるように、有線ネットワークまたは無線ネ 
ットワークをセットアップします。詳しくは、 19 ぺージの「ネットワーク I を参照してくだ 
さぃ。 

• ウィルス対策ソフトウェアの更新：ウィルスによる被害からコンピューターを保護します。コン 
ピューターにはウィルス対まソフトウェアがプリインストールされており、期間限定の無料更新 
サービスが含まれています。詳しくは、 『HP ノートブックコンピューターリファレンスガイ 
ド』を参照してください。このガイドを表示する手順については、 1 ぺージの「情報の確認 I 

を参照してください。 

• コンピューターについての学習：お使いのコンピューターの機能について学習します。詳しく 
は、 4ぺージの「コンピューターの概要」 および 23ぺージの「キーボードおよびポインテ 
ィングデバイス I を参照してください。 

• インストールされているソフトウェアの確認：コンピューターにプリインストールされているソ 
フトウ；!:アの一覧を表示します。[スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択します。コン 
ピューターに付属しているソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造元の説明 
書を参照してください。これらの説明書は、ソフトウェアに含まれている場合やソフトウェアの 
製造元の Web サイトで提供されている場合があります。 


情報の確認 

コンピューターには、各種タスクの実行に役立つ複数のリソースが用意されています。 


リソース 


提供される情報 


『クイックセツトアップ』（印刷物） 


コンピューターのセットアップ方法 
コンピューター各部の名称 


『コンピューターの準備 J ] 

• 

コンピューターの機能 

このガイドを表示するには、な下の操作を巧います 

• 

無線ネットワークへのを続ちま 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 
ド]の順に選択します 

• 

キーボードおよびポインティングデバイスの使用方法 

• 

ハードドライブおよびメモリモジュールの交換またはアップ 

または 


グレード方法 

[スタート]一[すべてのプログラム]^ [ HP ]^[ HP ド 

• 

バックアップおよび復元の実行方法 

キュメント]の順に選択します 

• 

サポート窓□へのお問い合わせ方法 


• 

コンピューターの仕棟 
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リソース 


提供される情報 


『HP ノートブックコンピューターリファレンスガ 

イド』 

このガイドを表示するには、 lU 下の操作を行います 

I !スタート]^[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 
ド]の順に選がします 

または 

[スタート]^[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP ド 


電源の管理機能 

バッテリ寿命を最大限に延ばす方法 
コンピューターのマルチメディア機能の使巧方法 
コンピューターを保護する方ま 
コンピューターを手入れする方ま 
ソフトウてアを更新する方法 


キュメント]の順に選がします 


[ヘルプとサポート] 

[ヘルプとサポート]にアクセスするには、[スタート]一 
[ヘルプとサポート]の順に選がしてください 

を記： お住まいの国または地域のサポート情報につ 
いては、 htt 日:// www . hp . com / sup 日 ort / でお住まいの国ま 


オペレーティングシステムの情報 

ソフトウェア、ドライバー、および BIOS のアップデート 
トラブルシユーティングツール 
テクニカルサポートにアクセスする方法 


たは地域を選択して、画面の説明におって操作してく 
ださい 

規定およびま全に関する情報 
バッテリの処分に関する情報 

ド]の順に選がします 


『規定、ま全、および環境に関するご注意 il 
このガイドを表示するには、レ U 下の操作を行います 
[スタート]^[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 


または 

[スタート]^[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP ド 
キュメント]の順に選キ尺します 


『快適に使用していただくために]] • 

このガイドを表示するには、レ U 下の操作を行います 

[スタート]^[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 
ド]の順に選がします 

または 

[スタート]^[すべてのプログラム]一 [H 門一 [HP ド 
キュメント]の順に選キ尺します 

または 

http :// www.h 口. com / erqo / から旧本割を選択します 


『サービスおよびサポートを受けるには J ] (日本レ: I 外の HP のサポート窓口の電話番号 
国や地域の問い合わせ先については、製品に付属して 
いる冊モ 『Worldwide Telephone Numbers 』 （英語版） 

を参照してください） 

この冊子はお使いの コン ピューターに付属しています 


正しい作業環境の整え方、作業をする隙の正しい姿勢、および 
作業上の習慣 

電気的および物理的ま全基準に関する情報 


HP の Web サイト 

この Web サイトを表示するには、 http : //WWW.hp.co m / 
SUDDOrt/ にアクセスします 


サポートに関する情報 

部品の購入とその他のへルプの確認 

デバイスで利用可能なオプション製品 
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リソース 提供される情報 


限定保証* 保証に関する情報 

オンラインの保証を表示するには、下の操作を行い 
ます。 

[スタート]一[ヘルプとサポート]一[ユーザーガイ 
ド]-> [保証に関する情報の確認]の順に選択します 

または 

[スタート]一[すべてのプログラム]一 [HP] 一 [HP ド 
キュメント]^[保証に関する情報の確認]の順に選が 
します 

または 


http://www-hp-Com/qo/orderdocuments/ 力、ら[日本（日本 
語） ] を選択します 


* お使いの製品に適用される HP 限定保証規定は、国や地域によっては、お使いのコンピューターに収録されている電子マニ 
ュアルまたは製品に同栖されている CD や DVD に収録されているドキュメントに明示的に示されています。日本向けの日 
本語モデル製品には、保証内容を記載した小冊子、『サービスおよびサポートを受けるには』が同個されています。また、日 
本外でも、印刷物の HP 限を保証規定が製品に同個されている国や地域もあります。保証規定が印刷物として提供されて 
いない国または地域では、印刷物のコピーを入手できまず。 http :// www . hp . com / qo / orderdocuments / でオンラインで申し込む 
か、または下記宛てに郵送でお申し込みください。 

• ：!ヒ米： Hewlett - Packard , MS POD , 11311 Chinden Blvd , Boise , ID 83714, USA 

• ヨーロツパ、中ま、アフリカ： Hewlett - Packard , POD , Via G . Di Vittorio , 9, 2006 3, Cernusco s/Naviglio ( Ml ), Italy 

*‘ アジア太平洋： Hewlett - Packard , POD , P . O . Box 200 ， Alexandra Post Office , Singapore 911507 

郵送で請求する場合は、お使いの製品名および保証期間（シリアル番号ラベルに記載されています）、ならびにお客様のお名 
前およびご住所をお知らせください。 
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2 コンピューターの 概要 

• 表面の各部 
• 前面の各部 
• ち側面の各部 
• 左側面の各部 
• ディスプレイの各部 
• 背面の各部 
• 裏面の各部 

表面の各部 

タッチパッド 


UMUIjHH 瞧 





〇- 

© - ^ - © 


名称 


説明 

(1) 

ポインティングスティック 

ポインターを移動して、画面上の項目を選おしたり、アク 
ティブにしたりします 

(2) 

左のポインティングスティックボタン 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(3) • 

> タッチパッド' オン/オフボタン 

タツチパツドをオンまたはオフにします 
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名称 


説明 

(4) 

タッチパッドゾーン 

ポインターを移動して、画面上の項目を選がしたり、アク 
ティブにしたりします 

(5) 

左のタッチパッドボタン 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(6) 

ちのポインティングスティックボタン 

外付けマウスのちボタンと同様に機能します 

(7) 

ちのタッチパッドボタン 

外付けマウスのちボタンと同様に機能します 





ランプ 


名称 


説明 


り ） fK 電源ランプ • 白色：コンピューターの電源がオンになっています 

U • 点滅：コンピューターがスリープ状態になっています 

• 消灯： コン ピューターの電源がオフになっているか、 ハ 
イバネーシヨン状態になっています 


(2) Num Lock ランプ 白色 ： Num Lock がオンになっています 


口） fCtrt 無線ランプ • 白色：無線 LAN デバイスや Bluetooth ® デバイスなどの 

L I j 内蔵無線デバイスの電源がオンになっています 

• オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっていま 

す 
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名称 


説明 

(4) 幽 

HP QuickWeb ランプ 

• 白色：コンピューターの電源がオンになっています 

• 消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、/、 
イバネーシヨンモードになっています 

を記： 詳しくは、このガイドの 「HP QuickWeb 」 の項目 
および [HP QuickWeb ] ソフトウエアのヘルプを参照してく 
ださい。 

の ♦贷 

ミュート（ミ肖音）ランプ 

• 白色：コンピューターのサウンドがオンになっています 

• オレンジ色：コンピューターのサウンドがオフになって 
います 

(6) 

Caps Lock ランプ 

白色 ： Caps Lock がオンになっています 

口） ♦ 

タッチパッドオン/オフランプ 

• オレンジ色：タッチパッドがオフになっています 

• 消灯：タッチパッドがオンになっています 
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ボタンおよび指紋認証システム（一部のモデルのみ) 



名称 



説明 


(1) 

の 

電源ボタン 

• 

コンピューターの電源が切れているときにボタンを押 
すと、電源が入ります 




• 

コンピューターの電源が入っているときにボタンを短 
〈押すと、スリープが開始します 




• 

コンピューターがスリープ状態のときにボタンを短< 
押すと、スリープが終了します 




• 

コンピューターがハイバ本ーシヨンが態のときにボタ 
ンを短く押すと、ハイバネーシヨンが終了します 




コンピューターが応答せず、 Windows ® のシャツトダウン手 
順を実行できないときは、電源ボタンを5砂程度巧したまま 
にすると、コンピューターの電源が切れます 




電源の設定に関する詳しい情報を調べるには、レ U 下の操作を 
行います 




• 

Windows 7 :[スタート]一[コントロ ールパネル]一 
[システムとセキュリティ]一[電源オプション]の順に 
選がします 




• 

Windows Vista® : [ スタート ] 一[コントロールパネ 
ル]一[システムとメンテナンス]一[電源オプション] 

の順に選キ尺します 




• 

『HP ノートブックコンピューターリファレンスガ 
イド』を参照します 

(2) 

((1)) 

無線ボタン 

無線機能をオンまたはオフにしますが、無線接続は確立され 
ません 
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名称 

説明 

(3) QuickWeb ボタン 

• コンピューターの電源が切れているときまたはハイ/く 
ネーシヨンモードのときにこのボタンを巧すと、 

[HP QuickWeb ] が起動します 

• コンピューターが Microsoft ⑥ Windows を実行してい 
るときにこのボタンを巧すと、初期設定の Web ブラウ 
ザーが起動します 

• コンピューターが [HP QuickWeb ] を実行しているとき 
にこのボタンを巧すと、初期設定の Web ブラウザーが 
起動します 

を記： 詳しくは、このガイドの 「HP QuickWeb 」 の項目 
および [HP QuickWeb ] ソフトウエアのヘルプを参照してく 
ださい 。 [HP QuickWeb ] ソフトウエアがインス!'■-ルされ 
ていないコンピューターでは、このボタンを巧しても操作や 
機能は実行されません 

(4 ) が ミュ-卜（消音）ボタン 

スピーカーの音を消したり音量を元に戻したりします 

巧） 指紋認証システム（一部のモデルのみ） 

パスワードの代わりに指紋認証を使巧して Windows にログ 
オンできます 
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キー 



名称 


説明 

(1) 

esc 牛一 

fn キーと組み合わせて押すことによって、システム情報を 
表示します 

(2) 

fn キー 

フアンクシヨンキ ー 、 num Ik キ ー 、または esc キーと組 
み合わせて押すことによって、頻繁に使用するシステムの 
機能を実行します 

(3) 為 

， Windows ロゴキー 

Windows の[スタート]メニューを表示します 

(4) 

フアンクシヨンキー（巧〜 f 11) 

fn キーと組み合わせて押すことによって、頻繁に使用する 
システムの機能を実行します 

(5) 己 

i Windows アプリケーシヨンキー 

ポインターを置いた項目のシヨートカットメニューを表 
示します 

(6) 

内蔵テンキー 

fn キーおよび num Ik キーと一緒に押すと、外付けテンキー 
と同様に使用できます。上の図は英語版のキー配列です。 
日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵テンキー 
の位置は同じです 

(7) 

num Ik キー 

fn キーと一緒に押すと、内蔵テンキーの有効/無効が切り替 
わります 
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前面の各部 



名称 


説明 


(1) 

無線ランプ 

• 白色：無線 LAN デバイスや Blue わ oth ⑥デバイスなどの内蔵 
無線デバイスの電源がオンになっています 

• オレンジ色：すべての無線デバイスがオフになっています 

(2) 

電源ランプ 

• 白色に点灯：電源がオンになっています 

• 白色で点滅：コンピューターがスリープが態になっています 

• 消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、ハイ/く 
ネーシヨン状態になっています 

(3) 

バッテリランプ 

• 白色：バッテリが完全お電時に近いが態です 

• オレンジ色：コンピューターの電源としてバッテリのみを使 
用していて、ロー バッテリ状態になっています。完全な口 
-バッテリが態になった場合は、バッテリランプがすばや 
く点滅し始めます 

• 消灯：コンピューターが外部電源に接続されている場合、コ 
ンピューターに装着されているすべてのバッテリが完全に 
充電されると、このランプは消灯します。コンピューターが 
外部電源に接続されていない場合は、ロー バッテリ状態に 
なるまでランプは消灯したままです 

(4) 

ドライブランプ 

• 白色：ハードドライブまたはオプティカルドライブにアク 
セスしています 

• オレンジ色： [HP 3 D DriveGuard ] によってハードドライブ 
が一時停止しています 

(5) 

ディスプレイリリースボタン 

コンピューターを開くときに使巧します 

(6) 

通気孔 ( X 2) 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通し 
ます 

ま記： 内部コンポーネントを;令却して過熱を防ぐため、コンピ 
ューターのファンは自動的に作動します。通常の操作を行って 
いるときに内部ファンが回転したり停止したりしますが、これは 
正常な動作です 

(7) 

スピーカー 

サウンドを出力します 
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右側面の各部 


〇 



© ◎濟轉 d ) 


名称 



説明 

(1) 


ドッキングコネクタ 

別売のドッキングデバイスをを続します 

(2) 


ExpressCard スロット 

別売の 34 mm ExpressCard に対応しています 

(3) 


メディアカードリーダー 

Ja 下のフォーマットのメディアカードに対応しています 

• マルチメディアカード 

• SD (Secure Digital) 力ード 

(4) 

0 

オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタ/ 
オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォン、イヤ 
フォン、へッドセット、テレビオーディオなどを接続しま 
す。別売のへッドセットマイクもここに接続します 

警告！ 突然大きな音が出てちを傷めることがないよう 
に、音量の調節を行ってからヘッドフォン、イヤフォン、 
またはへッドセットを使用してください。ま全に関する情 
報について詳し〈は、『規定、ま全、および環境に関するご 
ミ主意』を参照してください 

を記： コネクタにデバイスを接続すると、コンピュータ 
一本 体のスピーカーは無効になります 

注記： マイク機能を使用するには、マイク付きの 4 芯才 
ーディオコネクタ対応ヘッドフォンが必要です 

(5) 

瓜 

DisplayPort 

高性能なモニターやプロジ X クターなどの別売のデジタル 
ディスプレイデバイスを接続します 

(6) 

が W 

A 

eSATA/USB 2.0 コンボコネクタ 

eSATA か部ハードドライブなどの高性能な eSATA コンポ 
-ネント、または別売の USB デバイスを接続します 

(7) 


通気孔 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を 
通します 

注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、 
コンピューターのファンは自動的に作動します。通常の操 
作を巧っているときに内部ファンが回転したり停止したり 
しますが、これは正常な動作です 

(8) 

fi 

セキュリティロックケーブル用スロット 

別売のセキュリティロックケ ー ブルを コン ピュ ー タ ー に 
接続します 

を記： セキュリティロックケーブルに抑止効果はあり 
ますが、コンピューターの盜難や誤った取り扱いを完全に 
防ぐものではありません 
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左側面の各部 



感@© 


名称 



説明 

(1) 

与 

電源コネクタ 

AC ァダプターを接続します 

(2) 


RJ -45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します。 RJ -45 コネクタには 

2つの動作インジケーターランプがあります 


• オレンジ色： RJ -45 コネクタが動作しています 

• 緑色： RJ -45 コネクタがち効になっています 


(3) 

RJ -11 (モデム）コネクタ（一部のモデルの 
み） 

モデムケーブルを接続します 

(4) 

オプティカル 

ドライブ 

オプティカルディスクの読み取りおよび書き込みを行い 
ます（一部のモデルのみ） 

(5) 

オプティカル 

ドライブランプ 

• 点灯：オプティカルドライブにアクセスしています 

• ミ肖灯：オプティカルドライブはアイドル巧態です 

(6) 

スマートカードリーター 

別売のスマートカードに対応しています 
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ディスプレイの各部 




こ0尸〇こ0 

■—HP— II— II—n 


3ド U 气 

■— HP— II— II— n 


可 r :’，' で^っ.ス;:.,丫;',了〇ドか::::!.門.,.'.|1. : ， T: で.巧，.巧ごでで.だ,シ.い: 


名称 



説明 

(1) 

無線 LAN アンテナ 

い 3) * 

無線ローカルエリアネットワーク（無線 LAN ) で通信する無 
線信号を送受信します 

(2) 

無線 WAN アンテナ 

( X 2) * 

無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) で通信する無線 
信号を送受信します 

(3) 

内蔵マイク 02) 


サウンドを録音します 

(4) 

Web カメラランプ 


白色： Web カメラを使巧しています 

(5) 

Web カメラ（一部のモデルのみ） 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 

Web カメラを使用するには、[スタート] 一 [すべてのプログラ 
ム] 一 [HP] 一 [HP Webcam] の順に選択します 

(6) 

キーボードライト 

ボタンおよび周辺ホセンサ 

キーボードライトを点灯させて、周囲の明るさに合わせて画面 
の輝度を自動的に調節します 

(7) 

キーボードライト 


キーボードを照らします 


* アンテナはコンピューターのか側からは見えません。転をが最適に行われるようにするため、アンテナの周囲には障害物を 
置かないでください。お住まいの国または化域の無線に関する規を情報については、『規を、を全、および環境に関するご;主 
意』を参照して〈ださい。これらのち見を情報には、[ヘルプとサポート]からアクセスできます。 
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背面の各部 


貸 





9 


© 


名称 



説明 

(1) 

〇 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはプロジェクターを接 
続します 

(2) 

A 

USB 2.0 コネクタ 

別売の USB デバイスをを続します 

(3) 

ふ 

USB お電用コネクタ 

別売の USB デバイスをを続します 
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暴面の各部 



曾 


名称 


説明 

(1) 

底面カバーリ IJ - スラッチ 

ハードドライブベイのカバーおよびメモリモジュールス 
ロットの固定を解除します 

を記： 底面カバーのネジはリリースラッチの下にありま 
す 

(2) 

バッテリベイ 

バッテリが装着されています 

(3) ご 

I バッテリリリースラッチ 

バッテリベイからバッテリを取り外します 

(4) 

SIM スロット 

無線幻 M (Subscriber Identity Module ) カードがあります。 
SIM 力ードスロットは、バッテリベイの中にあります 

(5) 

排水孔 

底面の排水孔は、キーボードに誤って液体をこぼしてしまっ 
た場合に内部の損傷を防ぐためのものです 

(6) 

スピーカー （ X 2) 

サウンドを出力します 

(7) 

Bluetooth コンパートメント 

Bluetooth デバイスを取り付けます 
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名称 


説明 


(8) な ハードドライブベイおよびメモリモジュ 
— ^ ールコンパートメント 

の 

(が 


ハードドライブ、無線 LAN モジュールスロット、無線 WAN 
モジュールスロット、およびメモリモジュールスロット 
が装着されています 

注意： システムの応答停止を防ぐため、無線 LAN モジュ 
ールを交換する場合は、日本国内の無線デバイスの認定/承 
認機関でこのコンピューター用に認定された無線モジュー 
ルのみを使用して ください。 モジュールを交換した後にエ 
ラーメッセージが表示される場合は、モジュールを取り外 
してコンピューターを元の状態に戻した後で、[ヘルプとサ 
ポート]からサポート窓口にお問い合わせ〈ださい 


(9) 通気孔 ( X 4) コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を 

通します 


を記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コ 
ンピューターのファンは自動的に作動します。通常の操作 
を行っているときに内部ファンが回転したり停止したりし 
ますが、これは正常な動作です 
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3 HP QuickWeb 


コンピューターの準備 

[HP QuickWeb 隅境では、たくさんのお気に入りの機能を楽しく利巧できます。 [HP QuickWeb] が起 

動してから数砂な内でコンピューターが巧巧可能な状態になるため、インターネット、ウィジェッ 
卜、およびコミュニケーシヨンプログラムにすぐにアクセスできます。コンピューターの Q 山 ckWeb 

ボタンを押すだけで、インターネットにアクセスしたり、 [Skype] で連絡を取ったり、 [HP QuickWeb] 

のその他のプログラムを使用したりできます。 

[HP QuickWeb] のホーム画面にはな下の機能が表示されます。 

• Web ブラウザー:インターネットを検索および参照し、お気に入りの Web サイトへのリンクを 
作成します。 

• Skype : VoIP (voice over Internet protocol) に対■応した [Skype] アプリケーシヨンを使用して通 
話します。 [Skype] では、一度に 1 人だけでなく複数の人と電話会議またはビデオチャットを開 
催できます。また、固定電話番号に長距離電話をかけることもできます。 

• Q 山 CkWeb 電子メール： Web ベースの電子メールプロバイダーや、独自のメ ールサーバーにち 
続して電子メ ールを送受信します。 

• ウィジェット：ニュース、天気、ソーシャルネットワーキング、株価、電卓、付窒などのウィ 
ジェットを巧巧します。 [ウィジェット マネージャ ー] を使巧して、 [HP QuickWeb] のホーム画面 
にウイジエツトを追加することもできます。 


箇^を 記： [HP Q 山 CkWeb] の使用方まについて詳しくは、 [HP Q 山 ckWeb] ソフトウエアのヘルプを参照 
してくださし、。 


[HP Q 山 CkWeb] の起動 

▲ [HP Q 山 CkWeb] を起動するには、コンピューターがオフになっているときまたはハイ/け、ーシヨ 
ン状態になっているときに QuickWeb ボタンを押します。 


な下の表に、 Q 山 CkWeb ボタンを巧したときの動作を示します。 


ボタン 


動作 


QuickWeb ボタン • コン ピュ ー タ ー がオフになっている場合またはハイ/く 

ネーシヨン状態になっている場合は 、 [HP QuickWeb ] 力 《 
起動します 

• コン ピューターが Microsoft Windows を実行中の場合 

は、初期設定の Web ブラウザーが起動します 


• コンピューターが [HP QuickWeb ] を実行中の場合は、初 

期設定の Web ブラウザーが起動します 


を記 ： [HP QuickWeb ] ソフトウ x アがインス I ^ールされて 
いないコンピューターでは、このボタンを押しても操作や機 
能は実行されません 
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を記； 詳しくは 、 [HP Q 山 ckWeb ] ソフトウエアのヘルプを参照してくださし、。 
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4 ネツトワーク 


• イゾター不ツトサー Q X ノロ/くイタ' — ( loP ) の•(を巧 

• 無線ネットワークへの按続 

I ■掌を 記： インターネット巧ハードウェアおよびソフトウェア機能は、コンピューターのモデルおよび 
お使いの場所によって異なる可能性があります。 


お使いのコンピューターは、な下のどちらか1つまたは両方のインターネットアクセスに対応でき 
ます。 


• 無線：モバイルインターネット接続には、無線接続を使用できます。詳しくは、 20 ぺージの 
「既巧の無線 LAN への接続 I または 21ぺージの「き斤しい無線 LAN ネットワークのセットアッ 
プ」 を参照してください。 


• 有線：有線ネットワークに接続することで、インターネットにアクセスできます。有線ネットワ 
—クへの接続について詳しくは 、 『HP ノートブックコンピューターリファレンスガイド』を 
参照してください。 

インターネットサービスプロバイダー （ ISP ) の使用 

インターネットに接続する前に JSP アカウントを設定する必要があります。インターネットサービ 
スの申し込みおよびモデムの購入については、利巧する旧 P に問い合わせてください。に P では、モ 
デムのセットアップ、無線コンピューターをモデムに接続するためのネットワークケーブルの取り 
付け、インターネットサービスのテストなどの作業を支援しています。 


を記： インターネットにアクセスするためのユーザー ID およびパスワードは、利巧する旧ドから 
U 提供されます。この情報は、記録して安全な場所に保管しておいて〈ださい。 
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な下の機能で、新しいインターネットのアカウントを作成するか、コンピューターで既存のアカウン 
卜を使巧するよう設定できます。 

• Internet Services & Offers (—部の地域で利巧巧能）：このューティリティでは、新しいイン 
夕ーネットアカウントのサインアップを実行したり、既巧のアカウントを巧巧できるようにコ 
ンピューターを設定したりできます。このューティリティにアクセスするには、[スタート]一 
[すべてのプログラム]一[オンラインサービス]一に et Online] (インターネット I こ接続）の順 
に選巧します。 

• 旧 P 提供のアイコン（一部の地域で利用可能）：これらのアイコンは、 Windows デスクトップに 
個別に表示されるか、「オンラインサービス」という名前のデスクトップ上のフォルダーに格納 
されています。新しいインターネットアカウントをセットアップする、またはコンピューター 
で既存のアカウントを使巧するよう設定するには、アイコンをダブルクリックして、画面の説明 
に沿って操作します。 

• Windows のインターネットへの接続ウィザード：な下の場合、 Windows のインターネットへの 
接続ウィザードを使用してインターネットに接結できます。 

。 すでにに P のアカウントを持っている場合 

。 インターネットアカウントを持っていないが、ウィザード内の一覽から ISP を選択する場 

合り SP の一覧は i 也域によっては表示されない場合があります） 

。一覧にないに P を選巧し、その旧 P から特定の IP アドレス、 POP 3、 SMTP 設定などの情 
報が提供された場合 

Windows のインターネットへの接続ウィザードおよびこのウィザードの使用手順を表示するに 
は、[スタート] —) ■[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネットワークと 
共有センター]の順に選択します。 


ま記： ウィザード内で Windows ファイアウォールの有効/無効を選択する画面が表示された場 
合は、ファイアウオールを有効にします。 


無線ネットワークへの接続 

無線巧術では、有線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送します。お買い上げいただいた 
コンピューターには、な下の無線デバイスが1つな上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス 

• HP モバイルブロードバンドモジュール、無線ワイドエリアネットワーク（無線 WAN ) デバ 
イス 


• Bluetooth デバイス 

無線巧術および無線ネットワークへの接続について詳しくは 、 『HP ノートブックコンピューターリ 
ファレンスガイド』および[ヘルプとサポート]の情報および Web サイトへのリンクを参照してくだ 
さい。 

既存の無線 LAN への接続 

1. コン ピューターの電源を入れます。 

2. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します。 

3. タスクバーのち端の通知領域にあるネットワークアイコンをクリックします。 

4. 接続先となるネットワークを選択します。 
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5. [接続]をクリックします。 

6. 必要に応じて、セキュリティキーを入力します。 

新しい無線 LAN ネットワークのセットアップ 

な下の機器が必要です。 

• ブロード'バンドモデム （ DSL またはケーブル） （1) およびインターネットサービスプロバイ 
夕一 （ ISP ) が提かする高速インターネットサービス 

• 無線ルーター（別売） （2) 

• お使いの新しい無線 コン ピュ ータ ー (3) 

を記:~ モデムは内蔵ルーターに含まれている場合があります。旧 P に問い合わせてモデムの種類を 

確認してください。 

下の図は、インターネットに接続している無線 LAN ネットワークのインストール例を示しています。 
お使いのネットワークを化張する場合、インターネットのアクセス用に新しい無線または有線のコン 
ピューターをネットワークに追加できます。 
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無線 ルーターの 設定 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルーターの製造元または旧 P から提供されている情報 
を参照してください。 

Windows オペレーティングシステムでは、新しい無線ネットワークのセットアップに役立つツール 
も用意されています。 Windows のツールを使巧してネットワークをセットアップするには、な下の操 
作を行います。 

• Windows 7 :[スタート]一[コントロ ールパネル]一[ネットワークとインターネット]一[ネッ 

トワークと共有センター]一[新しい接続またはネットワークのセットアッスー[ネットワーク 
のセットアップ]の順に選択します。次に、画面の説明に沿って操作します。 

• Windows Vista :[スタート]一[コントロ ールパネル]—> [ネットワークとインターネット]一 
[ネットワークと共有センター]一[接続またはネットワークのセットアップ]一[ワイヤレスル 
—夕一またはアクセスポイントをセットアップします]の順に選択します。次に、画面の説則こ 
沿って操作します。 


Pf ま記； 最初にルーターに付属しているネットワークケーブルを巧巧して、新しい無線コンピュー 
夕 —をルーターに接結することをおすすめします。コンピューターが正常にインターネットにお続 
できたら、ケーブルを外し、無線ネットワークをかしてインターネットにアクセスできます。 

無線 LAN の保護 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護してください。 

無線 LAN の保護について詳しくは 、 『HP ノートブックコンピューターリファレンスガイド』を参 
照してください。 


22 第4章 


ネツトワーク 




5 キーボードおよびポインテイングデバイ 

ス 


• キーホードの使用 


• ポインティングデバイスの使用 


キーボードの使用 

ホットキーの位置 

ホットキーは、 fn キー （1) と、 esc キーロ）またはフアンクシヨンキーのどれか （3) の組み合わ 
せです。 
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ホットキーを巧巧するには、な下の操作を行います。 

▲ fn キーを短く押し、次にホットキーの組み合わせの2番目のキーを短く巧します。 


ホツトキーの紐み合 

説明 

わせ 


fn 4- esc 

システム情報を表示します 
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ホットキーの組み合 説明 

わせ 


fn + f3 スリープを開始します。これによって、情報がコンピューターのメモリに保存されます。ディスプ 

レイとその他のシステムコンポーネントはオフになり、節電されます 

スリープを終了するには、電源ボタンを短〈押します 

ま意： 情報の損失を防ぐために、スリープを開始する前に必ずデータを保存してください 

注記： コンピューターがスリープ状態のときに完全なロー バッテリが態になった場合、ハイバネ 
ーシヨンが開始され、メモリ内の情報がハードドライブに保存されます 


fn + f3 ホットキーの機能は変更できます。たとえば、スリープではなくハイ/くネーシヨンを開さ台す 
るように fn + f3 ホットキーを設定することもできます。 Windows オペレーティングシステムの 
ウインドウでのスリープボタンに関する記述はすべて、 fn + f3 ホットキーに当てはまります 


| 口 | 

fn + f4 

コンピューターに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えます。たとえば、コン 
ピューターに外付けモニターを接続している場合は、 fn + f4 を押ずと、コンピューター本体のディ 
スプレイ、外付けモニターのディスプレイ、コンピューター本体と外付けモニターの雨方のディス 
プレイのどれかに表示画面が切り替わります 



ほとんどの外付けモニターは、列■付け VGA ビデオちまを巧巧してコンピューターからビデオ情報を 
受け取ります。 fn + f4 ホットキーでは、コンピューターからビデオ情報を受信する化のデバイスと 
の間でも表示画面を切り替えることができます 

4 - 

fn + f6 

スピーカーの音量を下げます 

卜 

fn + f7 

スピーカーの音量を上げます 

白 

fn + f8 

取り付けられているバッテリの残量についての情報を表示します 

考， 

fn + f9 

画面の輝度を下げます 

が 

fn + f10 

画面の辉度を上げます 

み jfli 

fn + f11 

周辺光感知機能をち効または無効にします。有効になっていると、周囲の明るさに合わせて画面の 
輝度が自動的に調節されます 


24 第己章 


キーボードおよびポインティングデバイス 












テンキーの使用 
内蔵テン キーの 使用 



名巧 


説明 


(1) わ キー 


num Ik キーと一緒に押すと、内蔵テンキーのオン/オフが切り替 
わります 


を記： 外付けキーボードまたはテンキーがコンピューターに接 
続されている場合、内蔵テンキーは機能しません 


(2) 

内蔵テンキー 

内蔵テンキーがオンになっているときは、外付けテンキーと同様 
に使用できます。上の図は英語版のキー配列です。日本語版の 
キー配列とは若干異なりますが、内蔵テンキーの位置は同じです 



を記： オンになっているときに内蔵テンキーのキーを巧すと、 
そのキーのち上または手前側面にあるアイコンで示された機能 
が実行されます 

(3) 

num Ik キー 

fn キーと一緒に押すと、内蔵テンキーのオン/オフが切り替わりま 
す 



点灯 ： Num Lock がオンになっています 



を記： テンキー機能がコンピューターの電源を切ったときに有 
効だった場合は、次回コンピューターの電源を入れたときにも有 
効になっています 
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内蔵テンキーのオン/ナフの切り替え 

内蔵テンキーをオンにするには 、 fn + num Ik を巧します。内蔵テンキーをオフにするには、もう一 
度 fn + num Ik を押します。 

ま記: 外付けキーボードまたはテンキーがコンピューターに接続されている場合、内蔵テンキーは 
オフになります。 

内蔵テンキーの機能の切り替え 

内蔵テンキーの通常の文字入力機能とテンキー機能とを一時的に切り替えることができます。 

• テンキーがオフのときに、テンキーの数字入力機能を使用するには、 fn キーを押しながらテンキ 
一を押します。 

• テンキーがオンのときに、テンキーの文字入力機能を使巧するには、な下の操作を行います。 

。 か文字を入力するには、 fn キーを押しながら文字を入力します。 

。 大文字を入力するには 、 fn + shift キーを押しながら文字を入力します。 

ポインティングデバイスの使用 

陵 f 注記 . おほいのコンピューターに付属しているポインティングデバイスな外に、外付け USB マウ 
ス（別売）をコンピューターの USB コネクタのどれかに接続して巧巧できます。 

ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ボタンの構成、クリック速度、ポインターオプションのような、ポインティングデバイスの設定を 
カスタマイズするには、 Windows の[マウスのプロパティ]を巧巧します。 


[マウスのプロパティ]にアクセスするには、な下の操作を行います。 


Windows 7 :[スタート]一[デバイスとプリンター]の順に選択します。次に、お使いのコンピュータ 
-を表すデバイスを右クリックして、[マウス設定]を選択します。 

Windows Vista : [ スタート ] 一 [ コントロールパネル ] 一 [ ハードウエアとサウンド ] 一 [ マウス ] の順 

に選択します。 

ポインティングスティックの使用 

ポインティングスティックを移動したい方向に向かって押しつけます。ポインティングスティッ 
クの左右のボタンは、外付けマウスの左ちのボタンと同様に機能します。 

タッチパッドの使用 

ポインターを移動するには、タッチパッド上でポインターを移動したいち向に1本の指をスライドさ 
せます。左のタッチパッドボタンとちのタッチパッドボタンは、外付けマウスの左ちのボタンと同 
様に使巧します。 


を記： ポインターの移動にタッチパッドを使用している場合、まずタッチパッドから指を離し、そ 
の後でスクロールゾーンに指を置きます。タッチパッドからスクロールゾーンへ指を動かすだけ 
では、スクロール機能はアクティブになりません。 
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タッチパッドのオフ/オンの切り替え 

タッチパッドゾーンのオフとオンを切り替えるには、タッチパッドランプをすばやくダブルタップ 
します。 


を記： タッチパッドがオンになっているときは、タッチパッドランプが消なしています。 



移動 

ポインターを移動するには、タツチパッド上でポインターを移動したい方向に1本の指をスライドさ 
せます。 
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選択 


左のタッチパッドボタンとちのタッチパッドボタンは、外付けマウスの左ちのボタンと同様に巧巧 
します。 



タッチパッドジェスチヤの使用 

タッチパッドでは、さまざまな種類のジェスチヤがサポートされています。タッチパッドジェスチ 
ヤを使巧するには、2本の指を同時にタッチパッド上に置きます。 

段 f ; ま記： プログラムによっては、一部のタッチパッドジェスチヤに対応していない場合があります。' 

ジェスチヤのデモンストレーシヨンを確認するには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーのち端の通知領域にある[隠れているインジケーターを表示します]アイコンをクリ 
ックします。 

2- [Synaptics] (シナプティクス）アイコン pft ] をクリックし、 [Pointing Device Properties] 
(ポインティングデバイスのプロパティ）をクリックします。 

3. [Device Settings] (デバイス設ま）タブをクリックし、 [Synaptics LuxPad] をダブルクリッ 
クします。 

4. ジェスチヤの横にあるチェックボックスにチェックを入れて、デモンストレーシヨンを開始し 
ます。 

ジェスチヤをオンまたはオフにするには、な下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端の通知領域にある[隠れているインジケーターを表示します]アイコンをクリ 
ックします。 

2- [Synaptics] アイコイ巧 を右クリックし、 [Pointing Device Properties] をクリックします。 

3. [Device Settings] をクリックし、 [Synaptics LuxPad] をダブルクリックします。 

4. オンまたはオフにするジェスチヤのチェックボックスにチェックを入れます。 

5. [適用] 一[〇のの順にクリックします。 
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スク ロール 


スクロールは、ぺージや画像を上下左右に移動するときに便利です。スクロールするには、2本の指 
を少し離してタッチパッド上に置き、タッチパッド上で上下左ちの方向にドラッグします。 


を記： スクロールのま度は、指を動かす速度で調整します。 

ま記： 2本指スクロールは、出荷時に有効に設をされています。 



ピンチ/ズーム 

ピンチを使巧すると、画像やテキストをズームインまたはズームアウトできます。 

• タツチパツド上で2本の指を一緒の状態にして置き、その2本の指の間隔を拡げるとズームイン 
できます。 

• タツチパツド上で2本の指を互いに離した状態にして置き、その2本の指の間隔を狭めるとズー 
ムアウトできます。 


を記： ピンチ/ズームジェスチヤは、出荷時の設定で有効に設定されています。 
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回転 


回転ジェスチャを巧巧すると、写真などの項目を回転できます。回転させるには、左手の人差し指を 
タッチパッドゾーンに固をします。固ました指を中也として、ち手の人差し指を12時から3時の位 
置へと弧をおきながら動かします。逆方向へと回転させるには、ち手の人差し指を3時から12時の 
方向に動かします。 

ま記 . 回転ジェスチヤは、タッチパッドゾーン内で行う必要があります。 


を記： 回転ジェスチヤは、出荷時の設定で無劾に設定されています。 
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6 メンテナンス 

• バッテリの着脱 

• ハードドライブの交抱またはアップグレード 

• メモリモジュールの追加または交梅 
• プログラムおよびドライバーの更が 

バッテリの着脱 

ま記： バッテリの使巧ちまについて詳しくは、 『HP ノートブックコンピューターリファレンスガ 
イド』を参照してください。 

バッテリを装着するには、な下の操作を行います。 

▲ バッテリベイにバッテリを挿入し、所定の位置に固定されるまで押し込みます。 

バッテリリリースラッチでバッテリが自動的に固定されます。 



バッテリを取り外すには、な下の操作を行います。 


么を 意： コンピューターの電源としてバッテリのみを巧巧しているときにそのバッテリを取り外す 
と、情報が失われる可能性があります。バッテリを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、あらか 
じめ ハイ バネーシヨンを開始するか Windows の通常の手順でシャットダウンしておいてください。 

1. バッテリリリースラッチをスライドさせて （1) バッテリの固定を解除します。 
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2. バッテリをコンピューターから取り外します（2)。 



纖, 


雜を 


1 


m 


織‘ 


ハードドライブの交換またはアツプグレード 


么を 意； 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にま意してください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウンしてく 
ださい。コンピューターの電源が入つているときや、スリープまたはハイ/ くネーシヨン状態のときに 
は、ハードドライブを取り外さないで〈ださい。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを巧してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャ 
ットダウンします。 


ハードドライブの取り外し 

1. 作業中のデータを保巧してコンピューターをシャットダウンします。 

2. コンピューターにお結されている外部電源およびすベての外付けデ/ くイスを取り外します。 

3. バッテリを取り外します。 

4. 底面カバーリリースラッチをち方向にスライドさせて（1)、底面カバーのネジが見えるように 
します。 

5. ネジ （2) を緩め、取り外します。 

6. 底面カバーリリースラッチをちち向いっぱいまでスライドさせて（3)、底面カバーの固まを解 
除します。 
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7. を面カバーをスライドさせ（4)、持ち上げて巧）取り外します。 


8. ハードドライブの4 つの ネジ （1) を取り外します。 

9. タブを引いてハードドライブを持ち上げ（2)、コンピューターから取り外します。 


ハードドライブの交換またはアップグレード33 







ハ 


ドドライブの取り付け 

1. ハードドライブをハードドライブベイに固をされるまでスライドさせて挿入しますけ）。 

2. ハードドライブの4 つの ネジ （2) を取り付けます。 



3. 底面カバーをスライドさせて コン ピューターに取り付けます（2)。 

4. 底面カバーのリリースラッチをちち向にスライドさせて（3)、底面カバーのネジ （4) を取り付 
けます。 
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5. 


リリースラッチを左ち向にスライドさせて（5)、底面カバーを固定します。 



6. バッテリを取り付けなおします。 

7. 外部電源および外付けデ/ くイスをコンピユーターに接続します。 

8. コン ピユーターの電源を入れます。 

メモリモジユールの追加または交換 

お使いのコンピユーターには、2つのメモリモジユールスロットが装備されています。コンピユー 
夕一のメモリ容量を増やすには、 空いている拡張メモリモジユールスロットにメモリモジユール 
を追加するか、メインメモリモジュールスロットに装着されているメモリモジュールを交換しま 
す。 


么 警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを取り外してからメモリモ 
ジュールを取り付けてください。 

么を 意： 静電気 ( ESD ) によって電子部品が損傷することがあります。作業を始める前にアースされ 
た金属面に触るなどして、身体にたまった静電気を放電してください。 

を記： 2つめのメモリモジュールを追加してデュアルチャネル構成を使巧する場合は、2つのメ 
モリモジュールを必ず同一のものにしてください。 


メモリモジュールを追加または交換するには、な下の操作を行います。 


メモリモジュールの追加または交換 35 




么を 意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、な下の点にま意してください。 

メモリモジュールを追加または交換する前に、コンピューターをシャットダウンして〈ださい。コ 
ンピューターの電源が入っているときや、スリープまたはハイバネーシヨン状態のときには、メモリ 
モジュールを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを巧してコンピューターの電源を入れます。次にナぺレーティングシステムの通常の手順でシャ 
ットダウンします。 

1. 作業中のデータを保巧してコンピューターをシャットダウンします。 

2. コンピューターにお結されている外部電源およびすベての外付けデ/ くイスを取り外します。 

3. バッテリを取り外します。 

4. 底面カバーリリースラッチをちち向にスライドさせて（1)、底面カバーのネジが見えるように 
します。 

5. ネジ （2) を緩め、取り外します。 

6. 底面カバーリリースラッチを右ち向いっぱいまでスライドさせて口）、底面カバーの固まを解 
除します。 



7. 底面カバーをスライドさせ（4)、持ち上げて巧）取り外します。 

8. メモリモジュールを交換する場合は、装着されているメモリモジュールを取り外します。 
a . メモリモジュールの両側にある留め具を左ちに引っ張ります（1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 
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b . メモリモジュールの左ちの端の部分を持って、そのままゆっくりと斜め上にメモリモジュ 
—ルを引き巧いて （2) 取り外します。 


么 注意： メモリモジユールの損傷を防ぐため、メモリモジユールを扱うときは必ず左ちの 
端を持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 



取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 

9. な下の要領で、メモリモジュールを取り付けます。 

AHn ~ メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを巧うときは必ず左ちの端を 

持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 

a. メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールスロット （1) を合わせます。 

b . しっかりと固定されるまでメモリモジュールを45°の角度でスロットに巧し込み、巧をの 
位置に収まるまでメモリモジュールを押し下げます口）。 
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c . カチッと音がして留め具がメモリモジユールを固定するまで、メモリモジユールの左右の 
端をゆっくりと押し下げます（3)。 


么を 意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを巧り曲げないでくださ 
い。 



10. 底面カバーのタブを、 コン ピューターのくぼみに合わせます(1)〇 

11. 底面カバーをスライドさせて コン ピューターに取り付けます（2)。 

12. 底面カバーのリリースラッチをちち向にスライドさせて（3)、底面カバーのネジ （4) を取り付 
けます。 
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13. リリースラッチを左ち向にスライドさせて（5)、底面カバーを固定します。 



14. バッテリを取り付けなおします。 

15. 外部電源および外付けデ/ くイスをコンピューターに接続します。 

16. コン ピューターの電源を入れます。 
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プログラムおよびドライバーの更新 

プログラムおよびドライバーを定期的に最新バージョンへと更新することをおすすめします。最新 
バージョンをダウンロードするには、 httD :// www . hp . com / suDDO 「 t / にアクセスしてください。アップデ 
-卜が使用可能になったときに自動更新通知を受け取るように登録することもできまず。 
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7 バックアップおよび復元 


Windows 7 

• 情報のバックアップ 

• システムの復元の実巧 

情報を保護するには、 Windows の[バックアップと復元]を使巧して、個々のファイルやフォルダーを 
バックアップしたり、ハードドライブ全体をバックアップしたり（一部のモデルのみ）、内蔵オプテ 
ィカルドライブ（一部のモデルのみ）または別売の外付けオプティカルドライブでシステム修復デ 
ィスクを作成したり（一部のモデルのみ）、システムの復元ポイントを作成したりします。システム 
に障害が発生した場合は、バックアップファイルを使用して、コンピューターの内容を復元できま 
す。 


Windows の[バックアップと復元]には、な下のオプションが用意されています。 

• 内蔵オプティカルドライブ（一部のモデルのみ）または別売の外付けオプティカルドライブを 
使用したシステム修復ディスクの作成（一部のモデルのみ） 

• 情報のバックアップ 

• システムイメージの作成（一部のモデルのみ） 

• 自動バックアップのスケジュールの設定（一部のモデルのみ） 

• システムの復元ポイントの作成 

• 個々のファイルの復元 

• な前の状態への コン ピューターの復元 

• リカバリツールによる情報の復元 


1^; ま記： 詳しい手順については、[ヘルプとサポート]でこれらの項目を参照してください。 

システムが不安をな場合に備え、復元の手順を印刷し、後で利巧できるように保管しておくことをお 
すすめします。 

を記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウエアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力をホめられる場合があります。詳しく 
は、[ヘルプとサポート]を参照してください。 


情報のバックアップ 

障害が発生した後にシステムの復元を実行すると、最後にバックアップを行ったときの状態に復元さ 
れます。ソフトウェアをセットアップしたらすぐに、内蔵オプティカルドライブ（一部のモデルの 
み）または別売の外付けオプティカルドライブを使用してシステム修復ディスク（一部のモデルの 
み）およびネ刀期バックアップを作成して〈ださし、。その後も、新しいソフトウェアやデータフアイ 
ルの追加に応じて定期的にシステムをバックアップし、適切な新しいバックアップを作成しておくよ 
うにして〈ださい。システム修復ディスク（一部のモデルのみ）は、システムが不を定になった場 
合、またはシステムに障害が発生した場合に、コンピューターを起動（ブート）し、オペレーティング 
システムとソフトウェアを修復するために使巧します。システムに障害が発生した場合は、初期バッ 
クアップおよびその後のバックアツプを巧巧してデータおよび設定を復元できます。 
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情報は、別売の外付けハードドライブ、ネットワークドライブ、またはディスクにバックアップで 
きます。 

バックアップを行う場合は、な下の点を参考にしてください。 

• 個人用ファイルをドキュメントライブラリに保存して、定期的にバックアップします。 

• 関連イ寸けられたプログラムに保巧されているテンプレートをバックアップします。 

• カスタマイズされているウィンドウ、ツールバー、またはメニューバーの設定のスクリーンシ 
ョットを撮って保存します。設定値をリセットする必要がある場合、画面のコピーを保巧してお 
くと時間を節約できます。 

• ディスクにバックアップする場合は、な下の種類の別売のディスクを巧巧できます： CD - R 、 CD - 
RW 、 DVD + R 、 DVD+R 口 層記録 ( DL ) 対応）、 DVD - R 、 DVD-R 口 層記録 ( DL ) 対応）、およ 
び DVD ± RW 。 使用できるディスクの種類は、お使いのコンピューターに取り付けられている才 
プティカルドライブまたは外付けのオプティカルドライブの種類によって異なります。 


ま記： DVD および2層記録 ( DL ) 対応 DVD を使巧すると、 CD より保存できる情報量が増え 
るため、バックアップに必要なリカバリディスクの数が少な〈なります。 


• ディスクにバックアップする場合は、各ディスクに番号を付けてからコンピューターのオプティ 
カルドライブに挿入します。 

[バックアップと復元]を使用してバックアップを作成するには、な下の操作を行います。 


;ま記： お使いのコンピューターが外部電源に接続されていることを確認してから、バックアップ化 
理を開始してください。 

[§^ま記. ファイルのサイズやコンピューターの処理速度によっては、バックアップ処理に1時間レ: 
かかることがあります。 


1. [スターり一[すべてのプログラム]一[メンテナンス]一[バックアップと復財の順に選択しま 

す。 

2. 画面に表示される説明に沿って、バックアップをセットアップするか、システムイメージ （一 
部のモデルのみ）を作成するか、またはシステム修復ディスク（一部のモデルのみ）を作成しま 
す。 

システムの復元の実行 

お使いのコンピューターには、システムの障害やシステムが不を定な場合に備え、ファイルを復元す 
る1^1下のツールが用意されています。 

• Windows リカバリツール： Windows の[バックアップと復元]を使巧して、な前バックアップを 
行った情報を復元できます。また、 Windows の[スタートアップ修復]を使用して、 Windows が正 
常に起動できな〈なる可能性のある問題を修復できます。 

• f 11 リカバリツール： f 11 リカバリツールを使用して、初期状態のハードドライブのイメージ 
を復元できます。このイメ ージには、工場出荷時にインストールされていた Windows オペレー 
ティング システムおよびソフトウェアプログラムが含まれます。 

ま記 . ~ コンピューターを起動できず、な前に作成したシステム修復ディスク（一部のモデルのみ） 

を使用できない場合は 、 Windows 7オペレーティングシステムの DVD を購入してコンピューター 
を再起動し、オペレーティングシステムを修復する必要があります。詳しくは、 44ぺージの「別 
売の Windows 7オペレーティングシステムの DVD を 1 吏用した情報の復元 I を参照して〈ださい。 
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Windows リカバリツールの使用 

な前バックアップした情報を復元するには、な下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[メンテナンス]一[バックアップと復元]の順に選がしま 
す。 

2. 画面に表示される説明に沿って、システム設定、コンピューター全体（一部のモデルのみ）、ま 
たはファイルを復元します。 

[スタートアップ修復]を使巧して情報を復元するには、 Jil 下の操作を行います。 


么を 意： [スタートアップ修復]を使巧した場合、ハードドライブの内容が完全に消去され、ハードド 
ライブが巧フォーマットされます。コンピユーター上に作成したすべてのファイルおよびインスト 
-ルしたすべてのソフトウエアが完全に削除されます。巧フォーマットが完了すると、復元に巧巧さ 
れるバックアップから、オペレーテイングシステム、ドライバー、ソフトウェア、ユーティリテイ 
が復元されます。 


1. 可能であれば、すべての個人巧ファイルをバックアップします。 

2. 可能であれば、 Windows のパーティシヨンと HP 復元巧パーティシヨンがあることを確認しま 
す。 

Windows パーティシヨンがあることを確認するには、[スタート] —) ■[コンピューター ] の順に選 
択します。 

HP 復元巧パーティシヨンの有無を確認するには、[スタート]をクリックし、[コンピューター] 
を右クリックして[管理]一[ディスクの管理]の順にクリックします。 


ま記. Windows パーティシヨンと HP 復元用パーティシヨンが一覧に表示されない場合は、 
Windows 7オペレーティングシステムの DVD および 『Driver Recovery』 （ドライバーリカバ 
リ）ディスク（両方とも別売）を使用して、ナペレーティングシステムおよびプログラムを復 
元する必要があります。詳しくは、 44ぺージの「別売の Windows 7オペレーティングシス 
テムの DVD 玄巧用した情報の復元I を参照してください。 

3. Windows パーティシヨンと HP 復元巧パーティシヨンが一覧に表示される場合は、コンピユータ 
-を再起動してから、 Windows オペレーティングシステムが口ードされる前に f8 キーを巧しま 
す。 

4. [スタートアップ修勸を選択します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 


を記 ： Windows ツールを使用した情報の復元について詳しくは、[ヘルプとサポート]でこれらの項 
目を参照してください。 


け1リカバリツールの使用 


么を 意： f 11 を使用した場合、ハードドライブの内容が完全に港'去され、ハードドライブがちフナー 
マツトされます。コンピューター上に作成したすべてのファイルおよびインストールしたすべての 
ソフトウてアが完全に削除されます。 け1 キーのリカバリツールを巧用すると、工場出荷時にインス 
卜ールされていたオペレーティングシステム、 HP プログラム、およびドライバーが再インス!ル 
されます。工場出荷時にインストールされていなかったソフトウてアは、巧インストールする必要が 
あります。 
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f 11 を使用してネ刀期状態のハードドライブのイメージを復元するには、な下の操作を行います。 

1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. 可能であれば、 HP 復元巧パーティシヨンがあることを確認します。[スターりをクリックし、 
[コンピューター]をちクリックして[管理]一[ディスクの管理]の順にクリックします。 


を記： HP 復元巧パーティシヨンが一覧に表示されない場合は 、 Windows 7オペレーティング 
システムの DVD および 『Driver Recovery J 1 (ドライバーリカバリ）ディスク（両方とも別売） 
を使巧して、オペレーティングシステムおよびプログラムを復元する必要があります。詳しく 
は、 44ぺージの「別売の Windows 7ナペレーティングシステムの DVD ホ使用した情報の復 

元 I を参照して〈ださい。 

3. HP 復元用パーティシヨンが一覧に表示される場合は、 コン ピューターを再起動してから、画面 
の下に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージがま示されている間に esc キ 
一を巧します。 

4. [Press < f 11> for recovery ] というメッセージが表示されている間に、 f 11 キーを押します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

別売の Windows 7オペレーティングシステムの DVD を使用した情報の復元 

Windows 7オペレーティングシステムの DVD を購入するには、 http :// www . hp . com / ip / にアクセスし 
てお使いのコンピューターについての情報を確認してください。また、電話でお問い合わせになる場 
合は、製品に付属している『サービスおよびサポートを受けるには J を参照してください。日本な外 
の国や地域については、製品に付属している冊子 『Worldwide Telephone ^ mbersJl (英語版）を参 
照してください。 


么を 意 ： Windows 7オペレーティングシステムの DVD を使巧した場合、ハードドライブの内容が 
完全にミ肖去され、ハードドライブが再フォーマットされます。コンピューター上に作成したすべての 
ファイルおよびインストールしたすべてのソフトウエアが完全に削除されます。再フォーマットが 
完了すると、オペレーテイングシステム、ドライバー、ソフトウェア、ユーティリテイが復元され 
ます。 


Windows 7オペレーティングシステムの DVD を使巧して復元を開始するには、な下の操作を行い 
ます。 

ま記:~ この処理には数分かかる場合があります。 

1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. コンピューターを巧起動した後、 Windows オペレーティングシステムが口ードされる前に、 
Windows 7オペレーティングシステムの DVD をオプティカルドライブに挿入します。 

3. 指示が表示されたら、任意のキーボードキーを押します。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

5. [次へ]をクリックします。 

6. [コンピューターを修復する]を選択します。 

7. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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情報を保護するには、[バックアップと復元センター]を巧巧して、個々のファイルやフォルダーをバ 
ックアップしたり、ハードドライブ全体をバックアップしたり（一部のモデルのみ）、システムの復 
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元ポイントを作成したりします。システムに障害が発生した場合は、バックアップファイルを使巧 
して、 コン ピューターの内容を復元できます。 

[バックアップと 復元センター]には、な下のオプションが巧意されています。 

• 個々のファイルやフナルダーのバックアップ 

• ハードドライブ全体のバックアップ（一部のモデルのみ） 

• 自動バックアップのスケジュールの設定（一部のモデルのみ） 

• システムの復元ポイントの作成 

• 個々のファイルの復元 

• な前の状態への コン ピューターの復元 

• リカバリッールによる情報の復元 

を記: 詳しい手順については、[ヘルプとサポート]でこれらの項目を参照してください。 

を記： システムが不を定な場合に備え、復元の手順を印刷し、後で利巧できるように保管しておく 
ことをおすすめします。 

を記： Windows ® には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウ I アのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、ューザーのアクセス権やパスワードの入力をホめられる場合があります。詳しく 
は、[ヘルプとサポーりを参照してください。 


情報のバックアップ 

障害が発生した後にシステムの復元を実行すると、最後にバックアップを行ったときの状態に復元さ 
れます。ソフトウェアのセットアップが終了したら、すぐに初期バックアップを作成してください。 
そのをも、新しいソフトウェアやデータファイルの追加に応じて定期的にシステムをバックアップ 
し、適切な新しいバックアップを作成しておくようにしてください。 

情報は、別売の外付けハードドライブ、ネットワークドライブ、またはディスクにバックアップで 
きます。 

バックアップを行う場合は、な下の点を参考にしてください。 

• 個人用ファイルを[ドキュメント]フォルダーに保巧して、を期的にバックアップします。 

• 関連付けられたプログラムに保存されているテンプレートをバックアップします。 

• カスタマイズされているウィンドウ、ツールバー、またはメニューパ'—の設定のスクリーンシ 
ョットを撮って保存します。設を値をリセットする必要がある場合、画面のコピーを保存してお 
くと時間を節約できます。 

• ディスクにバックアップする場合は、レ: i 下の種類の別売のディスクを使用できます： CD - R 、 CD - 
RW 、 DVD + R 、 DVD+R 口 層記録 ( DL ) 対応）、 DVD - R 、 DVD-R 口 層記録 ( DL ) 対応）、およ 
び DVD ± RW 。 使巧できるディスクの種類は、お使いのコンピューターに取り付けられているナ 
プティカルドライブの種類によって異なります。 

ま記: DVD および2層記録 ( DL ) 対応 DVD を使用すると、 CD より保をできる情報量が増え 
るため、バックアップに必要なリカバリディスクの数が少なくなります。 


• ディスクにバックアップする場合は、各ディスクに番号をイ寸けてからコンピューターのオプティ 

カルドライブに挿入します。 

[バックアップと復元センター]を使用してバックアップを作成するには、な下の操作を行います。 
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pf を記. お使いのコンピューターが外部電源に接続されていることを確認してから、バックアップ処 
理を開始してください。 

1^; ま記. ファイルのサイズや コン ピューターの処理速度によっては、バックアップ化理に1時間な上 
かかることがあります。 


1. [スタート]一[すべてのプログラム] 一[メンテナンス]一[バックアップと復元センター]の順に 
選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って、コンピューター全体（一部のモデルのみ）またはファイルをバ 
ックアップします。 

復元の実行 

お使いのコンピューターには、システムの障害やシステムが不を定な場合に備え、ファイルを復元す 

るな下のツールが用意されています。 

• Windows リカバリツール：[バックアップと復元センター]を使用して、な前バックアップを行 
った情報を復元できます。また、 Windows の[スタートアップ修復]を巧用して、 Windows が正常 
に起動できなくなる可能性のある問題を修復できます。 

• f 11 リカバリツール： f 11 リカバリツールを使用して、初期状態のハードドライブのイメージ 
を復元できます。このイメ ージには、工場出荷時にインストールされていた Windows オペレー 
ティング システムおよびソフトウェアプログラムが含まれます。 

|§^ま記： コンピューターを起動できない場合は 、 Windows Vis ね⑥オペレーティングシステムの DVD 
■ を購入してコンピューターを再起動し、オペレーティングシステムを修復する必要があります。詳 

しくは、 47ぺージの「別売の Windows Vista ナペレーティングシステムの DVD をな用した情報 

の復元 J を参照してください。 


Windows リカバリツールの使用 

化前バックアップした情報を復元するには、 W 下の操作を行います。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[メンテナンス]一[バックアップと復元センター]の順に 
選がします。 

2. 画面に表示される説明に沿って、コンピューター全体（一部のモデルのみ）またはファイルを復 
兀しホ弓-。 

[スタートアップ修復]を使用して情報を復元するには、な下の操作を行います。 


么を 意： [スタートアップ修復]を使用した場合、ハードドライブの内容が完全に消去され、ハードド 
ライブが再フォーマットされます。コンピューター上に作成したすべてのファイルおよびインスト 
-ルしたすべてのソフトウてアが完全に削除されます。再フォーマットが完了すると、復元に使用さ 
れるバックアップから、オペレーティングシステム、ドライバー、ソフトウェア、ューティリティ 
が復元されます。 

1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. 可能であれば、 Windows のパーティシヨンと HP 復元巧パーティシヨンがあることを確認しま 
す。パーテイシヨンを確認するには、[スタート]一[コンピューター ] の順に選がします。 


を記： Windows のパーティシヨンと HP 復元巧パーティシヨンが削除されている場合は、 
Windows Vista ナペレーティングシステムの DVD および 『Driver Recovery 』 （ドライバーリ 
カバリ）ディスク（両方とも別売）を使用して、ナペレーティングシステムおよびプログラム 
を復元する必要があります。詳しくは、 47 ぺージの「別売の Windows Vis ねナペレーティング 
システムの DVD を使用した情報の復元」 を参照してください。 
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3. コンピューターを再起動した後、 Windows オペレーティングシステムが口ードされる前に f 8 キ 
一を押します。 

4. [コン ピューターを修復する]を選がします。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

を記： Windows ツールを使巧した情報の復元について詳しくは、[ヘルプとサポート]でこれらの項 
目を参照してください。 


f 11 リカバリツールの使用 


么を 意： f 11 を使巧した場合、ハードドライブの内容が完全に港‘去され、ハードドライブが再フナー 
マットされます。コンピユーター上に作成したすべてのファイルおよびインストールしたすべての 
ソフトウ；!:アが完全に削除されます。 け1 キーのリカバリツールを使巧すると、工場出荷時にインス 
卜ールされていたオペレーティングシステム、 HP プログラム、およびドライバーが再インストール 
されます。工場出荷時にインストールされていなかったソフトウてアは、再インストールする必要が 
あります。個人巧ファイルはバックアップから復元する必要があります。 

を記： お使いのコンピユーターに SSD (Solid State Drive ) が搭載されている場合、復元巧パーテ 
ィションがない可能性があります。復元用パーティションがないコンピユーターには、リカバリデ 
ィスクが付属しています。オペレーティングシステムおよびソフトウェアを復元するには、これら 
のディスクを巧巧します。復元用パーティションのち無を確認するには、[スタート]一[コンピユー 
夕一] の順に選択します。 復元巧パーティションがある場合、ウィンドウの[ハードディスクドライ 
ブ]セクションに [HP Recovery ] などの復元用ドライブが表示されます。 

鬥1 を使巧して初期状態のハードドライブのイメージを復元するには、な下の操作を行います。 

1. 可能であれば、すべての個人巧ファイルをバックアップします。 

2. 可能であれば、 HP 復元用パーティションがあることを確認します。 HP 復元用パーティション 
を確認するには、[スタート]一[コンピューター]の順に選択します。 


(§^ま記. HP 復元用パーティシヨンが削除されている場合は 、 Windows Vis ねオペレーティング 
システムの DVD および 『Driver Recovery 』 （ドライバーリカバリ）ディスク（両方とも別売） 
を使用して、オペレーティングシステムおよびプログラムを復元する必要があります。詳しく 
は、 47 ぺージの「別売の Windows Vis ねナペレーティングシステムの DVD ホな巧した情報 

の復元 I を参照してください。 

3. コンピューターを起動または再起動し、画面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] 
というメ ッセー ジが表示されている間に esc キーを押します。 

4. [Press < f 11> for recovery ] というメッセージが表示されている間に、 鬥1 キーを押します。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

別売の Windows Vista オペレーティングシステムの DVD を使用した情報の復元 

Windows Vista オペレーティングシステムの DVD を購入するには、 http :// www . hp . com / ip / にアクセ 
スしてお使いのコンピューターについての情報を確認してください。また、電話でお問い合わせにな 
る場合は、製品に付属している『サービスおよびサポートを受けるには』を参照してください。日本 
な外の国や地域については、製品に付属している冊モ 『Worldwide Telephone ^ mbersJl (英語版） 
を参照してください。 
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么を 意 ： Windows Vis ねオペレーティングシステムの DVD を使巧した場合、ハードドライブの内容 
が完全に消去され、ハードドライブが巧フォーマットされます。コンピューター上に作成したすべて 
のファイルおよびインストールしたすべてのソフトウてアが完全に削除されます。再フナーマット 
が完了すると、オペレーテイングシステム、ドライバー、ソフトウェア、ユーティリテイが復元さ 
れます。 


Windows Vista オペレーティングシステムの DVD を使用して復元を開始するには、な下の操作を行 
います。 

ま記:~ この処理には数分かかる場合があります。 

1. 可能であれば、すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. コンピューターを再起動した後、 Windows オペレーティングシステムが口ードされる前に、 
Windows Vis ねオペレーティングシステムの DVD をオプティカルドライブに挿入します。 

3. 指示が表示されたら、任意のキーボードキーを押します。 

4. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

5. [次へ]をクリックします。 

6. [コンピューターを修復する]を選択します。 

7. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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8 サポート窓口 


• サポート窓口への連絡 

• ラベル 

サポート窓口への連絡 

このユ ー ザ ー ガイド 、 『HP ノート ブック コン ピュ ーターリファレンス ガイド』、または [ヘルプと 
サポート]で提供されている情報で問題に対処できない場合は、レ : i 下の HP サポー ト 窓口にお問い合わ 
せください。 

http :// welcome . hp . com / countrv / ip / ia/contact us.html 

鞍^を 記： 各国のサポートについては、ぺージの左側にある [Con ね ct HP (化の国-地域へのお問い台 

わせ（英語)） ] をクリックして、 http :// welcome . hp . com / countrv / us / en/wwcontact us.html を表示して 
ください。 

ここでは、な下のことを行うことがきます。 

• HP のサービス担当をとナンラインでチャットする。 

ま記： 特定の言語でサポート窓口とのチャットを利用できない場合には、英語でご利巧くださ 
_ 

• HP のサポート窓口に電子メールで問い合わせる。 

• 各国の HP のサポート窓口の電話番号を調べる。 

• HP のサービスセンターを探す。 
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ラベル 

コンピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解ミ夫したり、コンピューターを曰本 
国外で使用したりするときに必要な情報が記載されています。 

• シリアル番号ラベル：な下の情報を含む重要な情報が記載されています。 



ゆ XXXXXXXXXX 


0-TT Serial: JOtXXXXXX |||^||||| If ||l[|il|||l|l _ 

を ~|-pmdud: XXXXXXXX ■""■"I"。," 

る ~l—Wdn-'Ortty; lylyOy 

g-LMwld ： XmXXX _ 


名称 

(1) 

製品名 

(2) 

シリアル香号 Cs / n ) 

(3) 

製品香号 （ p / n ) 

(4) 

保証期間 

(5) 

モデルの説明 


これらの情報は、サポート窓口にお問い合わせをするときに必要です。シリアル番号ラベルは、 
コンピューターの裏面に貼付されています。 

• Microsoft Certificate of Authenticity : Windows のプロダクトキー (Product Key、Product ID ) 
が記載されています。プロダクトキーは、オペレーティングシステムのアップデートやトラブ 
ルシューティングのときに必要になる場合があります。 Microsoft Certificate of Authenticity は 
コンピューターの裏面にあります。 

• 規定ラベル：コンピューターの規定に関する情報が記載されています。規をラベルは、バッテリ 
ベイ巧に貼付されています。 

• 無線認定/認証ラベル（一部のモデルのみ）：オプションの無線デバイスに関する情報と、認定各 
国または各地域の一部の認定マークが記載されています。1つな上の無線デバイスを使用して 
いる機種には、1つな上の認をラベルが貼付されています。日本国外でモデムを使用するとき 
に、この情報が必要になる場合があります。無線認を/認証ラベルは、コンピューターの裏面に 
貼付されています。 

• SIM (Subscriber Identity Module ) ラベル（一部のモデルのみ）： SIM のにじの (Integrated Circuit 
Card Identifier ) が記載されています。このラベルは、バッテリベイ内に貼付されています。 

• HP モバイルブロードバンドモジュールシリアル番号ラベル（一部のモデルのみ）： HP モバ 
イルブロードバンドモジュールのシリアル番号が記載されています。このラベルは、バッテリ 
ベイ巧に貼付されています。 
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9 仕様 


• 入力電源 


入力電源 

ここで説明する電源の情報は、お使いのコンピューターを国外で使用する場合に役立ちます。 

コン ピューターは、 AC 電源または DC 電源から供給される DC 電力で動作します。 AC 電源は100 〜 
240 V (50/60 Hz ) の定格に適合している必要があります。 コン ピューターは単独の DC 電源で動作 
しますが、 コン ピューターの電力供給には、この コン ピューター巧に HP から提供および認可されて 
いる AC アダプターまたは DC 電源のみを使巧する必要があります。 

お使いのコンピューターは、な下の仕様の DC 電力で動作できます。 


入力電源 定格 

動作電圧と電流 18.5 V DC (3.5 A 、 65 W の場合) 


ま記： この製品は、最ほ充電量240 V rms な下の相巧電圧によるノルウ X - の IT 電源システム用 
に設計されています。 

を記： コンピューターの動作電圧および動作電流は、システムの規をラベルに記載されています。 
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